古文書にみる阪神地域の産業 by 井戸田 史子 & Fumiko Idota
関西学院大学が所在する阪神地域は、東を大阪、西を
神戸に挟まれた場所に位置し、北には六甲山系が、そし
て南には瀬戸内海が迫る東西に長い平野部を形成してい
る（「江戸～明治時代における阪神地域の図」参照）。そ
こには谷崎潤一郎の『細雪』などの舞台にもなった古く
からの閑静な住宅街と、瀬戸内海沿岸部に広がる工業地
帯とが対照的な景観を作り出している。
関西学院大学図書館は約3万点の日本の古文書を収蔵
しているが、今回はその中から、これら阪神地域におけ
る江戸時代から明治時代にかけての2つの主要産業の歴
史を紹介する。
第一のテーマは灘酒造業関係の古文書である。阪神地
域「灘」は江戸時代中期頃（18世紀）から江戸へ販売す
る江戸積酒造業が発達し、今日に至るまで全国でも有数
の酒造地域を形成している。灘の酒造業が発展した要因
には、1754（宝暦4）年に江戸幕府がそれまで都市にし
か許可していなかった酒造業を、農村部である灘地域に
も認めたことが挙げられる。またこれら幕府の酒造政策
の他にも、リンやカリを大量に含む醸造に適した「宮水」
と、山田錦に代表される良質の酒米などの利用が可能で
あったことや、発酵とその管理に卓越した技術を発揮し
た丹波杜氏の存在、六甲の寒風や海からの湿気といった
気候など、製造技術面においてもすばらしい条件が揃っ
ていたことも挙げられる。さらに精米工程において水車
を利用したことや、廻船による江戸への大量輸送に最適
な港を抱える立地であったことなど、複数の好条件が重
なって灘酒造業は飛躍的に発展したといえる。
なお、この史料群約2,500点は、本学の教員を務めた
故柚木重三教授と故柚木学名誉教授が親子二代で収集し
たものである。柚木学教授はこの史料を使用して『近世
海運史の研究』（法政大学出版局、1979年）を著し、こ
れらの功績によって1982年には日本学士院賞を受賞して
いる。
第二のテーマは漁業に関する「兵庫県漁具図解」とい
う古文書である。明治新政府は「富国強兵・殖産興業」
というスローガンの下で、水産業については漁業の振興、
技術の発展による漁獲高の増加を目指した。この水産振
興施策として全国の漁業の優良技術を調査して、それを
普及させるために水産博覧会が開催された。この史料は、
このような背景の下で1897（明治30）年に行われた第2
回水産博覧会に出展するために、大日本水産会兵庫支会
が作成したものである。その内容は、兵庫県下の漁業に
ついて漁法・漁具・漁船などが詳細に図解されている。
作成当初は全10冊であったが、その後2冊は散逸し、現
在本館が所蔵するのは8冊となっている。これらは民俗
学的にも貴重な史料といえる。
この展示によって本学が所在する阪神地域の歴史に触
れていただければ幸いである。 （井戸田史子）
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「江戸積酒屋番付」（17世紀後期～18世紀前期）
番付は17世紀中期頃から、歌舞伎・人形浄瑠璃・相撲
などの興業に伴い盛んに作成された。さらにこれらを模
倣した種々の見立番付が流行したのだが、この史料はそ
の中の江戸積酒屋の見立番付である。
東の大関は伊丹（現・兵庫県伊丹市）の坂上（津国屋）
の「剣菱」、西の大関は同じく伊丹の山本（木綿屋）の
「老松」となっている。伊丹・池田（現・大阪府池田
市）・西宮（現・兵庫県西宮市）が上位を占め、灘は前
頭の下位に位置づけられている。
元禄期頃（17世紀後期）までは銘酒と言えば伊丹の諸
白と呼ばれる濁酒であり、灘の清酒が台頭してくるのは
18世紀前期であり、またそれが飛躍的に生産量を上げる
のは19世紀初頭のことである。
この番付で伊丹や池田に比して灘が下位に位置づけら
れているのは、この史料が灘酒造業が発展する以前の17
世紀後期～18世紀前期頃の作であったためであると考え
られる。 （井戸田史子）
「澤之鶴引札」（明治初期）
引札は商品の宣伝のために配った「ちらし」のことで、
配札とも言った。18世紀には商品の広告文を文人に依頼
することもあったという。引札の稿料は、仮名垣魯文の
場合、安政年間（1854－60年）で1枚につき金2朱（約
7,000円）、明治初期には2円（約16,000円）であったとい
う。戯作者などの貴重な収入源になっていたといえる。
この史料は、現在も神戸市灘区新在家にある灘酒造家
「澤の鶴」が発行した引札である。左下部にある「澤之
鶴」の酒の売捌所の所在をみると、「大阪平野町貳丁目」
とある。江戸時代には大阪の「阪」の字は「坂」と記さ
れ、明治時代に入ってから、次第に現在の「阪」が使用
されるようになったことから、この引札は明治期のもの
であると考えられる。しかしながら売捌所の続きをみる
と「越前敦賀大金町」とあり、「越前」という江戸時代
の国名が記載されていることなどから、明治期の中でも
初期のものであると推定される。
この引札には、七福神に扮した蔵人
くらびと
が酒を醸造してい
る姿が生き生きと描かれている。
（井戸田史子）
23
No.73
71
江戸積酒屋番付
板元　河内屋治兵衛
17世紀後期～18世紀前期
72
澤之鶴引札
作成者　不詳
明治初期
「童蒙酒造記」1687（貞享4）年
江戸時代に書かれた酒造りの秘伝書。表紙には「努々
ゆめゆめ
他見致すべからざるものなり」とあり、「この秘伝書を
他人に見せてはならない」と注記されている。
「清酒仕込工程図」によって酒造の工程をみると、第
一に酒造米を精米する。この精米方法は江戸時代前期か
ら中期には人力で踏みつける足踏精米であったが、後期
になると灘地域では水車精米の技法が開発されて生産量
を増大させた。続いて洗米作業が行われ、さらに甑
こしき
と呼
ばれる「せいろ」で米が蒸される。この蒸米工程と並行
して行われるのが麹
こうじ
仕込、 仕込、もろみ仕込の各工程
である。麹仕込は蒸米に種麹を混ぜて麹を作り、 仕込
は蒸米・麹・水を混ぜ発酵させて を作る。こうして出
来た に、蒸米・麹・水を加えてさらに発酵させ、酒の
成熟を図るのがもろみ仕込である。このもろみの熟成か
ら8～9日を経て、もろみを酒袋に入れて「酒槽
ふね
」で絞る
「搾揚」を行う。最後に夏期の腐敗を予防するための火
入れ作業を行い、
樽詰をして完成と
なる。
（井戸田史子）
「酒造工程図」（年代不詳）
酒造りの工程のうち、もろみを圧搾して清酒を絞り出
す工程が描かれている。
史料の右下部をみると、蔵人たちがもろみ仕込したも
のを酒袋に詰めている様子がみてとれる。中央部にはも
ろみを絞る道具である酒槽
ふね
が描かれている。これには酒
袋が300～500枚入り、男柱におもりとして多数の掛石を
用いて絞る。ふんどし姿の蔵人たちがぶら下がっている
のが、この掛石である。そして酒槽からは流れ落ちる清
酒が描かれている。
またこの図に描かれた酒樽には「※」と「 」印が描
かれているが、これは前出の「澤之鶴引札」の酒樽に描
かれている印と同じものである。これらの印は「澤之鶴」
の商標であり、この史料も「澤之鶴」が絵師に依頼した
引札の下絵であるとみられる。 （井戸田史子）
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1687（貞享4）年
もと
「樽廻船名前帳」1862（文久2）年
大坂・西宮地域で作られた酒は、江戸中期頃までは他
の商品と共に菱垣廻船と呼ばれる船によって輸送されて
いたが、元禄期頃（1688－1704年）から廻船問屋及び船
頭の不正行為が多発した。その頃、伝法（現・大阪市此
花区）にあった船足の速い「小早」と呼ばれる船が注目
されて、享保期（18世紀前期）になると、この船を前身
とした新たな酒輸送専門の樽廻船が誕生した。この船は
酒樽が納まりやすいように胴の部分が深くなっており、
安定性のある優美な姿をしている。
この史料は、樽廻船問屋ごとに各々が保有している樽
廻船名を書き留めた帳面であり、大坂樽廻船問屋6軒と
西宮樽廻船問屋4軒に所属する樽廻船合計88艘が記載さ
れている。
とくに注目されるのは、右から4艘目の「同所（御影）
嘉納次郎作船　利渉丸」である。嘉納次郎作の本家は現
在も神戸市東灘区御影にある「白鶴酒造」の前身であり、
次郎作はこの別家にあたる者で、船店を経営している。
この嘉納一族の例にみられるように、江戸時代後期にな
ると灘酒造家の多くは本家の酒店を中心に、樽廻船を分
家・別家に所有させて船店を独立させ、一族で酒の生産
から輸送までを独占する体制を形成するようになったの
である。 （井戸田史子）
「新酒番船江戸新川入津図」
1861－64（文久元～元治元）年
これは二代広重の代表作である「江戸名勝図会」のう
ち、現在知られる71枚の中の1枚である。二代広重は世
界的にも名声を馳せた
初代広重の門人であっ
たが、初代の没後、彼
の長女お辰の婿となっ
て二代目を襲名した。
新酒番船とは、1727
（享保12）年頃から始
まった行事で、約10艘
の廻船が大坂もしくは西宮を同時に出帆して、その年の
最初の酒を江戸に輸送する速さを競うレースであった。
1790（寛政2）年には西宮から江戸まで58時間で到着し
たという記録もあるが、およそ5日程で到着するのが通
例であった。一方、レースをはなれた通常の輸送では、
風待ちの日数も含めて12～20日間程かかった。入賞3位
以内の新酒の値段がその年の酒価の基準となるため、非
常に関心を持たれた行事でもあった。
この絵は新酒番船がゴール地点である江戸の新川に入
船して来た様子を描いたものである。江戸の新川は酒問
屋の集中する地域となっていたが、この絵にも白壁の酒
問屋の蔵が建ち並んでいる様子が描かれている。
（井戸田史子）
「上灘東組酒造仲間申合規定書連印帳」
1868（慶応4）年
阪神地域には地域ごとに酒造仲間が結成された。「江
戸～明治時代における阪神地域の図」にあるように、西
から下灘組、上灘西組（西郷）、上灘中組（御影郷）、上
灘東組（魚崎郷）、西宮郷、今津郷があったが、江戸時
代には西宮郷を除く五組を「灘五郷」と呼んだ。各酒造
仲間は様々な仲間申合を規定し、自主的な自治連合組織
を形成していた。
この史料は、上灘東組の酒造家が仲間内で種々の事項
について取り決めた規定書である。「酒造蔵に入り込ん
で酒を乞う者に酒を与える事」や、「酒白米を蔵から内
緒で持ち出して売り捌く者を雇う事」などを禁止して
いる。
また、18世紀後期には灘五郷を含むより広域の江戸積
摂泉十二郷酒造仲間が結成された（「江戸～明治時代に
おける阪神地域の図」参照）。江戸中期頃になると新規
に台頭してきた灘酒造業と、それ以前より酒造業の盛ん
であった大坂三郷などの都市酒造業との間で販売競争が
激化するようになり、その結果酒価が暴落し、酒造業者
は経営不振に陥った。そこで酒の生産及び市場調整など
を目的として、この仲間が結成されたのである。
（井戸田史子）
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上灘東組酒造仲間申合規定書連印帳
魚崎村・横屋村（上灘東組）
1868（慶応4）年
「稼人証票台帳」1886（明治19）年
酒造家に雇用される人々には、直接酒の醸造に携わる
蔵人、米踏み労働を行う碓屋
うすや
、酒造米の搬入を行う労働
者、蒸米のために薪を割る木割労働者、酒造家の常雇い
の奉公人などが存在した。これら雇用人は雇用年数や技
術力などによって階級があり、職務内容も異なっていた。
例えば直接醸造に携わる蔵人は、「蔵人の組織図」に
示されるように、杜氏を筆頭に下人まで職務分担があっ
た。彼らは冬季に生産手段を持たない山間地帯の農民で
あり、出稼ぎ労働者としてやってくる人たちであったが、
その出身地は播磨国、丹波国、但馬国などであった。と
くに丹波国出身の「丹波杜氏」はその高い技術力で名を
馳せていた。
この史料は、上灘東組（魚崎郷）へ出稼ぎに来た蔵人
の名簿である。出稼人の出身地・名前・生年月日、雇い
主の氏名・住所、稼場所、職名が記載されている。
（井戸田史子）
「酒造働人取締申合規定書」
戌年11月（江戸時代中～後期）
灘組酒家仲間が酒造働人（蔵人
くらびと
）に対して出した規
定書。
その内容は、近年米価が高値であるが、とくに今年は
高いので、頭司（杜氏）は勿論のこと、脇・右衛門・下
働人に至るまで精を出して勤めるべきこと（第2条）、働
人の故郷から親類または知人が訪ねてきても、みだりに
敷地内に立ち入らせないこと（第6条）、働人はみだりに
外出しない事（第7条）、働人が帰郷する時にかんばん料
（働人が持参する夜具に対して支払われるお金）や土産
の酒以外には持ち帰らせないこと。万一荷物改めの時に
その他の物が見つかったならば、かんばん料や土産酒・
名札などを取り上げて、摂泉十二郷の酒造家はそれ以後
その者を雇わないこと（第10条）などが規定されている。
このように酒造家達は酒造働人への対応について各酒
造家毎に差異がないようにしていたことがわかる。とく
に第10条は、働人が一度不始末を起こしてある酒造家を
解雇されてしまうと、それ以後は摂泉十二郷の他の酒造
家にも雇ってもらえない規定になっており、摂泉十二郷
全体で協力して働人の規制を行っていたといえる。
（井戸田史子）
［翻刻］
申合規定
（1条）
一、従　御公儀様被為　仰渡候趣堅相守可申事
（2条）
一、近年米價高直ニ之上当年矢張大高直ニ附、頭司者
勿論脇・右衛門・下働人ニ（ママ）至る迄日々無怠相勤可申事
（3条）
一、例年之通拾弐郷一同働人壱人前ニ名札相渡置候事
（4条）
一、諸商人會所場江立入候儀堅相断可申事
（5条）
一、燈油等も大高直に附、燈心三すじに限り可申事
（6条）
一、働人国所 親類又ハしるべの者参り候共猥ニ立入間敷事、
自然過急之用事申参り候節者店江相断、其人ニ出會候上
其店限り為引取可申、且出店・蔵杯者頭司一己之了簡を以
留置候儀相聞江候ハヽ仲間一同可及沙汰事
（7条）
一、働人猥ニ他行致間敷、尚亦店方江不断して自侭に
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酒造働人取締申合規定書
灘組酒家仲
江戸時代中～後期
門前たりとも出候義決而不相成事
（8条）
一、昼夜無怠番人見廻り厳重ニ申付候間、内證ニ而白米・酒・生粕等持
出し候者見付候ハヽ、早速御地頭江訴出可申事
（9条）
一、 始初揚祝質素倹約、頭司 喇酒差出ス事堅無用
一、かんばん料・土産酒之義ハ是迄之通相渡可申間、外もの少シニ而も持帰り
候儀決而不相成、万一荷改之節見当り候ハ かヾんばん料・土産酒・
名札等取戻シ、拾弐郷一同其者召遣ひ間敷事
（11条）
一、当年柄三度喰事之外夜喰等ハかゆに可致候事
右之通申合候上者、働人末々ニ至る迄急度相守可申事
戌年十一月　　　　　　　　　　灘組酒家仲
兵庫県漁具図解
「兵庫県漁具図解　コノシロ刺網図」
1897（明治30）年
これは「兵庫県漁具図解」摂津国に収録されているも
のであり、内容は、神戸市葺合村
ふきあいむら
（現・神戸市中央区の
旭通・磯上通他22町）のコノシロ漁に使用する網と船、
漁法について図解している。漁期は3月頃～10月頃迄で、
出漁日数はおよそ240～250日。網は悉皆綿糸から成るも
ので40把を連繋して使用する。使用場は葺合村の沖合4
キロ程度の海底が泥土の場所である。
使用法は漁船1艘に漁夫が3人乗り組み、早朝に使用場
に着いて、まず網端の浮樽縄を投げ入れ、続いて他の網
を40把繋ぎ合わせて海中に沈め、最後に縄の端に浮樽縄
を結んで全てを投げ入れる。そして約30分後の日出時刻
に合わせて沈めておいた網を曳揚げる。
このように網を固定せずに潮の流れや風の力などによ
って海中を流して魚を刺し絡ませて獲る漁法は、現在も
「流し網」漁法として受け継がれている。
（井戸田史子）
コノシロ
ニシン目ニシン科コノシロ属コノシロ
（英名）
Threadfin shad、Spotted sardine、
Dotted gizzard shad（砂のう状の胃を持つニシン）
松島湾・福井県以南から東シナ海・インド・ポリ
ネシア方面に広く分布する。春から秋には内湾の塩
分濃度が低い河口域に棲む。冬には湾口部の比較的
深部に移動して越冬する。
体は側扁形で体色は背側が黒く、腹側は銀白色で
エラ蓋のすぐ後に輪郭のぼやけた大きな黒点が一つ
ある。背側の各鱗の中央にも黒点があり、縦に規則
正しく並んでいるため、背側は黒味を帯びて見える。
眼はニシンと同様に脂瞼と呼ばれる膜がある。また、
ボラと同じように海底の泥をあさるところから、胃
もボラの「ヘソ」のように砂のう状になっている。
英名もそこからきている。
関東では、10cm程度のコノシロをコハダと呼ぶ。
コハダは江戸前鮨にはなくてはならない一品である。
また、近頃は徐々に姿を消しつつあるが、祝い事や
正月のおせち料理に欠かせないのが「コハダ漬」で、
「魚鑑」にも「焼く煮るに佳し、なますとなすもまた
佳し」とあるように味は申し分ない。明治時代には
コハダの鮨売りが東京の山の手を売り歩いたという
記録もある。
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